
地理歴史

１教科の目標及び科目編成

（１）教科の目標

我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての理解と

認識を深め、国際社会に主体的に生きる民主的、平和的な国家・社会の一員として

必要な自覚と資質を養う。

(2)科目編成

教科の目標、科目編成、標準単位数、必履修科目は現行と同様である。

２改訂の基本方針

教育課程審議会の「答申」においては、小・リル高等学校を通じての社会科・地理歴史

科・公民科の改善の基本方針として、国際社会に主体的に生きる日本人として必要な自覚

と資質を養うことを－１瀞徹底し、児童生徒の発達段階を考慮して、小・'|沁満等学校の一

貫性を図るとともに、主体的な学習を一層重視するよう促している。

この「答申」を受けて、次のような視点を重視して各科目の目標及び内容の改善が図ら
れた゜

（１）自らが国際社会の形成者であることを自覚し、意欲をもって国際社会に貢献できるよ

うにするため、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質の育成を重視する
こと。

（２）知識・理解の学習に偏り知識の詰め込みになりがちな学習を改め、学び方を学ぶ学習
や課題解決的な学習を一層充実して問題解決的な能力の育成を重視すること。
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３改訂の内容

く世界史Ａ＞

（１）目標

近現代史を中心とする世界の歴史を、我が'五|の歴史と関連付けながら理解させ、

人類の課題を多角的に考察させることによって、歴史的思考力を培い、国際社会に

主体的に生きる日本人としての自覚と資質を養う。

日本人にとっての世界史という観点から「我が国の歴史と関連付けながら理解させ」

という文言が新たにlWi人された。また、現代の諾課題に対する追究を一層重視するとい

う立場から「人類の課題を多角的に考察させる」ことが明記された。なお「世界史Ａ｣、

「世界史Ｂ」ともに現行の「国際社会に生きる日本人」の部分に「主体的に」という文

言が挿入され、教科の[1標との整合性が|X'られた。

(2)内容の構成

ア前近代史は諸地域世界の構造の把握という観点から精選され、一つの大項目にまと

められた。また近現代史も、１６世紀から19世紀までの世界の歴史を「一体化する世界」

に重点化してつの大項目にまとめられた。

イ日本を含む東アジア世界や束アジア海域の交流圏など、各時代の世界の中に日本が

明確に位置付けられた。また、風土・民族・生活の重視、都市や港のネットワークへ

の着目、地域紛争や環境問題の考察など、地｣ul1的条件に留意した内容の榊成になった。

ウ主題学習が「(3)現代の世界と日本」に明確に位置付けられた。

(3)内容の取扱い

ア前近代史においては個々の地域を通史的に扱うことのないようにするとともに、東

アジア世界の取扱いにおいては日本を明確に位置付けることとされた。

イ主題学習については、例示された現代の世界の課題などを参考に適切な主題を設定

し、生徒の主体的な追究を通して認識を深めるようにすることとされた。

く世界史Ｂ＞

(1)目標

、司貝、MOEに中、

の柔

現代世界の特IPIと文化の多様性を広い視野から考察することによって歴史的思考力を

培うことを一瞬111祝した文言に改訂された。また、「我が国の歴史」との関連や「主体

的に」の文言については、「世界史Ａ」と同様である。

(2)内容の構成

ア歴史への関心や学習意欲を高めることをねらいとして、主題学習の「(1)世界史への

扉」が新設された。また、「(5)地球世界の形成」においても主題学習が設定され、世

界史学習の「導入」と「まとめ」でそれぞれ主題学習を行うなど、主体的な学習や歴
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史的思考力の育成等が一層璽視された榊成になった。

イ内容の(2)以降は、世界史の流れをより動態的に把握し、同時代の世界の全体像をよ

りとらえやすくするため、現行の文化|醤|別の通史的構成を改めて、地域世界別の|可時

代史的構成が採用された。

(3)内容の取扱い

ア内容の全体にわたる配慮事項として、文化・文明などの概念、年代の表し方、時代

や地域の区分などを把握させることが新たに付加された。

イ「(1)世界史への扉」は、世界史学習の導入として三つの項目の中から適宜項目を選

択し、二つ程度の主題を設定して追究させるものである。また、「(5)地球世界の形成」

における主題学習は、「世界史Ａ」と同様に、例示された課題などを参考に適切な主

題を設定し、現代の諸課題を主体的に追究させようとするものである。

ウ我が国の歴史との関連や地理的条件への留意については「世界史Ａ」と同様である。

<日本史Ａ＞

(1)目標

蝿
近現代史を中心とする我が国の歴史の腰|＃Iを、世界史的視野に立ち我が国

巻く国際環境などと関連付けて考察させることによって、歴史的思考力を培

民としての自覚と国際社会に主体的に生きる日本人としての資質を養う。

近現代史を一層重視する観点から、現行の「近代社会の成立と発展の過程」が「近現

代史を'''心とする我がhilの歴史の展開」という文言に改められた。また、現行の「国際

社会に生きる日本人」の部分に「主体的に」という文言が挿入され、教科の目標との整
合性がl到られた。

(2)内容の構成

ア「(1)歴史と生活」が新たに設けられ、身近な題材に１１題を求めて追究し、学び方や
調べ方を身に付けさせる学習を充実させることとされた。

イ内容の一層の重点化をl到るとともに、近現代中心という科目の性格をさらに明確化

し、現行の「(1)古代及び中世の日本とアジア」「(2)幕藩体制の形成と推移」を削除し、

近代への橋渡し的性格をもつ「(2)近代日本の形成と19世紀の世界」から通史がはじめ
られている。

ウ現行の「(5)現代の世界と[|本」では、サンフランシスコ平和条約で時代を区切って

いるが、今次改訂では大項目を「(4)第二次世界大戦後の'-1本と世界」に改め、中項目

アで第二次世界大戦後の政治の推移などを学習した後、中項|」イで、アと同lIf代の生

活意識や価値観の変化に着目して、［1本経済の発展や|型I民生活の向上を考察させるこ
ととされた。

(3)内容の取扱い

ア新たに設けられた人項|｣の「(1)歴史と生活」については、五つの項目から二つ又は

三つを選択して、作業的、体験的な学習を重視して実施することとされた。また、選

択した項目の一つは、科目の導入として実施し、それ以外の選択した項目は、大項目
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(2)以下の学習と関連させて指導計画を工夫することとされた。

イ近現代史の指導においては、「多面的・多角的に考察し公正に判断する能力を育成

する」ことが新たに付加された。

〈日本史Ｂ＞

(1)目標

我が国の歴史の展開を、世界史的視野に立って総合的に考察させ、我が国の文化

と伝統の特色についての認識を深めさせることによって、歴史的思考力を培い、国

民としての自覚と国際社会に主体的に生きる日本人としての資質を養う。

基本的には現行の「日本史Ｂ」の目標を受け継いでいるが、今回特に現行の「総合的

に理解させ」を、調べ考えることを一層重視する意味から「総合的に考察させ」とされ

た。また、「日本史Ａ」と同様「主体的に」という文言が挿入された。

(2)内容の構成

ア調べ考える学習を重視する観点から、「(1)歴史の考察」が新たに設けられ、歴史へ

の関心を高め、歴史の学び方や歴史的思考力を身に付けさせることができるよう工夫

されている。現行の大項目の「(8)地域社会の歴史と文化」は学習方法の類似性が考慮

され、大項目(1)のウとしてまとめられた。

イ世界史的視野に立って考察させるため、「(3)111世の社会・文化と束アジア」や「(6)

両世界大戦期の日本と世界」など、東アジアとのかかわりや世界の中の日本という観

点が分かるような大項目の表題の示し方となっている。

ウ現行の大項目(1)と(2)を合わせて「(2)原始・古代の社会・文化と東アジア」とするな

ど項目数を削減して、できるだけ内容の重点化を図り、時代を大きくとらえることが

できるよう配慮されている。

(3)内容の取扱い

ア内容の(1)のアについては、作業的、体験的な学習を重視することとし、「(ｱ)資料を

よむ」については科目の導入として実施することとされた。

イ内容の(1)のイは、歴史的思考力を深めさせるため、（ｱ)からけ)までの中から生徒の

実態等に応じて二つ程度を選択し、時代を区切らない主題を設定して適切な時期に実

施するとされた。

《地理Ａ＞

(1)目標

現代世界の地理的な諸課題を地域性を踏まえて考察し、現代世界の地理的認識を

養うとともに、地理的な見方や考え方を堵い、’五|際社会に主体的に生きるＨ本人と

しての自覚と資質を養う。

「地域性を踏まえて考察」することにより、「地理的な見方や考え方を塙」うとし、

課題の追究や調査などの学習の過程を一層重視した改善となっている。また、「地理Ａ｣、
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「地理Ｂ」ともに現行の「国際社会に生きる日本人」の部分に「主体的に」という文言

が挿入され、教科の目標との盤合性が図られた゜

(2)内容の構成

ア現代世界の諸課題の地理的考察に重点を置いた構成とされた。

イ大項目(1)において、作業的、体験的な学習を通して地理的技能を身に付けさせるこ

とにより、学び方を学ぶ学習を一層充実させるような構成になった。

ウ大項目(2)において、国際化の進展により重要な課題となっている異文化理解と、地

域を超えて人類が協力して取り組むことが求められている地球的課題について、主題

学習的に取り扱うよう項目構成が工夫された。

(3)内容の取扱い

ア「二つ又は三つ」の国やJjF項を選んで扱う項目内選択については現行と同様である。

イ大項目(1)のウ及びエ、大項目(2)のアの(ｲ)及びイの(ｲ)における取扱いのように、複

数の中項目ないし小項目から決められた数の項目を選んで扱う項目間選択が新たに取

り入れられた。これは、学習内容の亜点化を図るとともに、選んだ項目の学習に十分

な時間数を配当して、学び方を学ぶ学習を効果的に実施するために、科目内選択が一

層拡充されたものである。

〈地理Ｂ〉

(1)目標

現代世界の地理的事象を系統地理的、 地誌的に考察し、現代世界の地理的認識を

培い、’五1際社会に主体的に生きる日本人と養うとともに、地理的な見方や考え方を

しての自覚と資蘭を養う。
－－’ 

「系統地理的、地誌的に考察」することを明記し、それぞれの側面から考察すること

のよさを生かした学習が－１Fi重視されている。また、「地理的な見方や考え方を培」う

ことや、「主体的に」の文言については、「地理Ａ」と同様である。

(2)内容の構成

ア系統地理と地誌を両輪として体系立て、現代世界の地理的認識を目指すことに重点

を置いて、内容の再構成が図られた゜

イ大項目(1)においては系統地理的に、大項目(2)においては地誌的に考察することによ

り、追究的な学習ができるような構成とされた。

ウ大項目(3)において、地理的に考察することが効果的な地球的課題に重点を置いて、

現代世界の諸課題を主題学習的に取り扱うよう項目構成が工夫された。

(3)内容の取扱い

ア「二つ又は三つ」の国や１Ｉ項を選んで扱う項目内選択については現行と同様である。

イ大項目(3)のアからエ及びオからクにおける取扱いのように、複数の１，１項目から決め

られた数の項目を選んで扱う項目間選択が、「地理Ａ」とliT1様に新たに取り入れられ

た。

－２５－ 
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４質疑応答

問１「世界史Ｂ｣における｢(1)世界史への扉｣のねらいや取扱いはどのようなものか。

この大項目は世界史学習の導入として、通史的な世界史ではなく、身近なものや日常

生活の中から世界史を考えさせ、歴史に対する関心や世界史学習への意欲を高めようと

するねらいで新たに設けられた。

実際の指導に当たっては、この「ねらい」を十分踏まえて適切な主題を設定し、抽象

的で高度な指導にならないような配慮を行うことが大切である。また、生徒の学習意欲

を高め、理解を深めるためには、他教科・科目の担当教員との連携も効果的である。

取扱いは「ア世界史における時間と空間｣、「イ日常生活に見る世界史｣、「ウ世

界史と日本史とのつながり」の三項目の中から適宜項目を選択し、二つ程度の主題を設

定して追究させる学習を行うこととされている。

問２「日本史Ｂ」における「(1)歴史の考察」のねらいや取扱いはどのようなものか。

この大項目は３つの中項目からなり、知識の教え込みになりがちな学習を改め、生徒

の主体的な学習を重視する観点から新たに設けられた。特に「ア歴史と資料」は何を

とり上げ、どう指導する力､の工夫が求められる。「(ｱ)資料をよむ」は、「資料に基づい

て歴史が叙述されていることを理解させ｣、歴史の学習への導入として興味・関心を高

めることとしている。「(ｲ)資料にふれる」は「博物館などの施設や地域の文化遺産につ

いて関心を高め、文化財保誕の重要性について理解させる」内容となっており、適切な

時期に実施することとなっている。ともに作業的、体験的な学習により、歴史を考察す

る基本的な態度や方法を育てるものである。また、中項目の「イ歴史の追究」は、生

徒の歴史的思考力を深めさせるため、五つから二つ程度を選択し、主題を設定して追究

させる学習である。主題設定の観点として示されている事項に配慮し、単なる部門史と

ならないよう主題の設定や指導計画への位置付けを十分検討して取り組むことが大切で

ある。

問３「地理Ａ｣、「地理Ｂ」における学び方を学ぶ学習とは、どのようなことか。

「地理Ａ｣、「地理Ｂ」における学び方を学ぶ学習とは、作業的、体験的な学習を通し

て、地理的な見方や考え方及び地理的技能を身に付けさせることである。

地理は現代に視点を置いて諸地域の特色をとらえる学習を展開しているが、社会や地

域の変化が激しさを増している現代においては、ある時点の地域性を知識化して覚えて

も、すぐに役立たなくなることが多い。刻々と地域性が変化する時代においては、事実

認識の結果を覚える学習ではなく、事実認識の方法を学んで、変化する地域の様子に関

心を持ち続け､その時々の地域性をとらえることができるようにすることが大切である。
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